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【成果】

【課題】

【今後の
方向性】

・火葬炉更新を令和8年度～令和10年度にかけて
実施予定であり、工程管理を指定管理者も含め
て正確に把握し、市民サービスの低下を抑えな
がら工事を進める必要がある。また、職員の接
遇が良いと感じる利用者の割合が減少傾向であ
ることが課題としてあげられる。

年間利用者数
(人)

三田市立図書館［本館、ウッディタウン分
館、藍分室］

採用

・指定管理者との連携：火葬炉更新計画も含め
て引き続き指定管理者と緊密に情報共有する。
・職員の接遇の向上：利用者アンケートのWeb化
や職員の「気づき要望メモ」を活用し、多角的
な意見・要望を収集し、接遇の向上につなげ
る。
・改善の実施：集約した利用者のニーズや職員
の気づきを精査し、利便性向上のための具体的
な改善策を着実に実行する。

・新たな利用者ニーズを把握し、利用者の満足
度、認知度、稼働率の向上につながる施設運営
を図っていく。
・新公共施設予約システムの導入による業務見
直しを行い、適切な利用者対応に努める必要が
ある。

・利用者からは概ね高い評価を得ているが、潜
在的な図書館利用者に対し、様々な図書館サー
ビスの情報が届くよう、引き続き周知し、利用
登録率の向上により来館者数の増加を目指す必
要がある。

・利用者のニーズが多様化、高度化する中で、
イベントの充実やスタッフの配置、事業の最適
化等、組織的で安定した運営と持続可能な仕組
みがより一層求められる。
・新公共施設予約システムの導入効果を活か
し、貸室の稼働率向上に取り組む必要がある。

採用

非公募

三田市有馬富士自然学習センター
施設名

公募 公募

・市立図書館の利用及びその制限に関する業務
・図書館条例第４条に規定する事業の実施に関
する業務
・市立図書館の施設等の維持管理に関する業務

№4

三田市ガラス工芸館三田市心道会館

指定方法(公募/非公募) 公募 公募

№1 №2 №5

三田市総合文化センター

№3 №6

ＴＲＣ三田
（代表：株式会社図書館流通センター）

特定非営利活動法人　グラスクラフト協会

三田市聖苑

指定管理者名 公益財団法人　兵庫県園芸・公園協会
ＪＴＢコミュニケーションデザイングループ
（代表：(株)JTBコミュニケーションデザイン）

株式会社　清光社
さんだ斎苑管理グループ
（代表：イージス・グループ有限責任事業組
合）

主な業務内容

・施設の利用にかかる受付け業務
・施設の利用および運営計画に関する業務
・施設、設備、備品その他の物品の維持管理に
関する業務

・文化振興に関する業務
・施設の運営に関する業務
・施設管理に関する業務

・施設の案内業務
・施設利用に関する業務
・利用料等の収納に関する業務
・施設の維持管理業務

令和６年度～令和10年度(５年)

・施設の管理運営
・施設の案内、利用に関する業務
・利用料金収納に関する業務
・入門及び専門講座、体験教室等の開催に関す
る業務

公募

(使用料設定なし)

・ご遺体の火葬に関する業務
・医療汚物、ペットなど動物の死体に係る聖苑
の利用許可及びこれに係る収納焼却に関する業
務

令和６年度～令和10年度(５年)指定期間 令和３年度～令和７年度(５年) 令和５年度～令和７年度(３年) 令和４年度～令和８年度（５年）

利用料金制 採用

149,309 17,734 2,719

採用採用

95,224 14,30218,016

令和７年度～令和11年度(５年)

89,244 160,043 17,879

51,435千円指定管理料 24,900千円 189,765千円 4,632千円 209,997千円 29,999千円

総合評価 【得点率】

3,119

528,778

138,978

・業務の完遂：計画されたすべての管理運営業
務を、大きな事故や苦情、トラブルなく適正か
つ確実に完遂した。特に本年度から実施してい
る火葬予約システムの運用および残骨灰の有価
物売却について円滑に実施できた。
・運営面の改善：年間目標である100件以上のア
ンケート回収を達成し、新たに二次元コードに
よるWeb受付を導入して多角的な利用者のニーズ
を集約し改善を図った。
・市との連携：全職員に携帯させた「気づき要
望メモ」の内容を日報や月例会を通じて市と緊
密に共有し、高い透明性と協働体制を維持し
た。
・人材の育成：年間12回の研修を完全履行し、
特に夏季には時宜に応じた熱中症対策研修を強
化してサービス水準の維持向上を図った。
・維持管理と安全：仕様書に基づく定期点検の
着実な実施に加え、敷地内アスファルトや防火
シャッターの不具合を早期発見・即時修繕し利
用者の安全を担保した。
・自主事業の展開：待合室へのフリーWi-Fi導
入、貸出用ベビーカーの設置、防災備蓄品150食
分の配備など、計画を上回る利便性と安心を提
供した。

・令和６年度途中より開始している市民セン
ター、郵便局における本の受け渡しサービスに
ついて、利用が増加しており図書館から遠い地
域の利用者の利便性を高めることができた。
（市民センタ―：貸出7,021冊、返却11,863冊、
郵便局：貸出747冊、返却909冊）
・絵本作家のワークショップや原画展の開催、
ブックリストの作成、学校への出張講座等、こ
どもの読書活動推進において新たな取組を行っ
た。
・利用者アンケートでは、来館目的の満足度、
スタッフの対応とも90％以上が満足との回答を
得ている。

・事業の面では、これまでの取組を継承しつ
つ、より一層充実した企画が期待される。
・施設利用においては、ホールの稼働率向上が
課題である。

・引き続き、施設の老朽化に適切に対応しなが
ら、利用者が安全安心に利用できる施設管理を
行っていく必要がある。
・新公共施設予約システムの導入効果を活か
し、貸室の稼働率向上に取り組む必要がある。

・利用団体が固定化する傾向があり、新たな利
用団体の発掘による利用者増や新公共施設予約
システムの導入効果を活かした貸室の稼働率の
向上に取り組む必要がある。
・目標としていた認知度向上の取組について工
夫が必要である。

3,004

所管課
電話番号

文化スポーツ課
079-559-5145

文化スポーツ課
079-559-5145

文化スポーツ課
079-559-5145

文化スポーツ課
079-559-5145

市による所見

・潜在的な利用者に向け、ネットでの新規利用
者登録や市民センター・郵便局での本の受渡、
電子図書館等、様々な図書館サービスの周知に
努め、利用者登録率の向上を目指すとともに、
読書支援等、生涯学習施設としてきめ細かな
サービスの充実を図っていく。

・指定管理者とソフト事業受託者（人と自然の
博物館）との連携により、来館者への声掛けや
子どもが気軽に参加できる事業（ぬり絵・クイ
ズ等）を継続実施したり、土日祝のイベントを
定着化させたことにより、来館者数10万人を達
成することができた。
・利用者アンケートでは、夏季、冬季の2回とも
に「とても楽しかった」「楽しかった」と答え
た来館者の割合は100%であった。
・利用者アンケート結果を指定管理者とソフト
事業受託者と共有し展示内容に反映する等、
PDCAを意識して取り組めている。

・年度計画に基づいた基本的なサービスの提
供、施設の管理運営、事業の実施が適正にでき
ている。
・事業の実施では、「人形劇 パンどろぼう」
や「石見神楽」等、時流を捉えた企画が好評を
得た。
・その他、三田ゆかりのアーティストによるコ
ンサートや障害のある児童を対象としたプログ
ラム、小学校へのアウトリーチ公演、高校生企
画探究発表会等、地域人材や次世代人材の育成
に資する取組が評価できる。

・適切な貸館業務、窓口業務が出来ている。
・利用者アンケートにおいても良好である。
・新公共施設予約システム導入にかかる研修等
を随時実施していた。

・引き続き指定管理者とソフト事業受託者との
連携により、来館者の満足度が高まるよう施設
が持つ特性を十分に活かした取組みを行うとと
もに、SNS等の活用など積極的に施設のPRを行
い、新規来館者やリピーターの増加を目指す。

環境政策課
079-559-5064

多様化する市民の文化芸術活動に対応する拠点
的施設として、引き続き、様々な世代や立場の
市民が文化芸術に親しむ機会を提供し、文化芸
術分野における交流促進や次世代育成、活動支
援、情報発信により、特色ある三田の地域文化
を実現していく。

文化スポーツ課
079-559-5145

・体験講座から高度な技術を習得できる専門講
座まで、年代や経験を問わず幅広い利用者に対
応できる充実した講座体系を維持する。
・引き続きスタッフの配置や事業の最適化を図
りながら、多様化、高度化するニーズに対応し
ていく。

545,963

100,547

13,668

523,439

・施設改修による工房の使用制限等に伴い利用
者の減少はあったが、講座の内容や開催方法、
集客につながる広報の工夫など利用者増加に努
めている。特に、公式Instagramでの投稿は累計
1,200件を超え、6,000(前年度比139.7％)アカウ
ント以上のフォロワーがいる。
・こどもや初心者向けの体験講座を開催する一
方、様々な技法を習得できる特別講座を展開
し、上級者など高度化する利用者のニーズにも
応えることができた。
・アンケートにおける利用者満足度は高く、講
師の丁寧な指導が好評であった。
・視覚障害者向けの生涯学習教室へのプログラ
ム提供はじめ、障害の有無、年齢、国籍にかか
わらず、誰もが楽しく安心して利用できる取組
を進めている。

12,873
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【成果】

【課題】

【今後の
方向性】

年間利用者数
(人)

施設名

指定方法(公募/非公募)

指定管理者名

主な業務内容

指定期間

利用料金制

指定管理料

総合評価 【得点率】

所管課
電話番号

市による所見

Ａ 【72%】 Ａ 【77%】 Ａ 【79%】 Ａ 【70%】 Ｂ 【68%】

・市内の自転車等放置禁止区域での放置自転車
への警告札の取り付けや撤去を引き続き行って
いく。特に広野駅前駐輪場において、令和８年
５月の仮設駐輪場への一時移転に伴い、放置禁
止区域への駐輪など利用者のマナー意識が低く
なる可能性があるため、巡回の強化や長期放置
自転車の撤去などの対策強化を指定管理者と連
携して実施する。
・指定管理者と緊密な連携を行い、設備の経年
劣化による故障等に対し、指定管理者とのリス
ク分担により都度修繕を実施することで、施設
の適切な維持管理に努める。
・キャッシュレス決済の導入など、利便性向上
のための取り組みを検討する。

・配慮等を要する児童対応や夏休み中の８時受
け入れ対応等、人員が必要な状況が増えてお
り、今後も学生アルバイトの活用や法人内での
職員応援といった人材確保に努める必要があ
る。

・三田市障害児療育センターの療育時間は、
9:30～14:00となっている。近年、働いている保
護者が増えてきており、最初から入園をあきら
めてしまう事例が散見されている。

・利用者数を向上させ、施設稼働率を増加させ
る事が求められる。
・電気代高騰への対策として節電の取り組みが
必要である。

・定員超過が継続する状況下において、安全管
理と適正な職員配置を行い、児童が安心して過
ごせるよう安定的な運営の確保を目指す。
・一部の児童を近隣の直営施設へ送迎すること
に伴い、個人情報を適正に管理したうえで、指
定管理者と直営施設間の情報共有を緊密に行う
ことにより、児童及び保護者の円滑な施設利用
を図る。
・職員の資質と保育の質の向上に向け、指定管
理者の専門性を活かした研修や、直営施設との
情報共有を促進する。併せて、学生との交流を
支援するなど、児童の体験活動の充実を図る。

・引き続き個別の障害程度や状態に応じた専門
的な療育を行っていく。
・障害児への対応や施設の紹介など関係機関に
対してより積極的に発信する機会を作っていく
ことが必要である。
・開所時間の関係でお困りの保護者に対して
は、市内の他の療育施設とも連携しつつ、可能
な限り要望に応えるよう努めたい。
・令和8年度は地域の民生委員・児童委員10名程
度が来園し施設の紹介をする機会を予定してい
る。

・利便性、利用性の向上について、誰もが親し
みやすく、利用しやすい施設となるよう環境を
整える。
・指定管理者と協議し、施設稼働率の向上に取
り組む必要がある。

・特定小型原動機付自転車や新基準原付の導入
に加え、電動アシスト自転車や子ども乗せ自転
車の普及など、多様な車両が混在する状況と
なっている。さらに、車両自体の大型化や重量
化に伴い、既設の駐輪設備では安全かつ適切な
対応が困難な事例も見受けられることから、運
用の見直しや工夫等が必要である。
・非接触ニーズの高まりや利便性向上のため、
キャッシュレス決済の導入や、リアルタイムの
満空情報の提供などのデジタル化対応、新三田
駅前駐車場の開場時間の拡大が望まれている。

№10

三田市放課後児童クラブ（ゆりのき台小学校
区）

№7

三田市総合福祉保健センター

№11

三田市自転車等駐車場、三田市新三田駅前駐
車場、三田市藍本駅前駐車場

社会福祉法人　三田市社会福祉協議会

三田市障害児療育センター

学校法人　親和学園 公益社団法人　三田市シルバー人材センター

№8 №9

・都市公園の行為の制限、許可及び禁止に関す
る事務
・都市公園の利用の禁止または制限に関する業
務
・有料施設の利用料金の徴収、還付及び減額、
免除に関する業務
・有料施設の特別な施設等の設備の承認に関す
る業務

三田市都市公園（有料公園施設8箇所）

公益財団法人　ひょうご子どもと家庭福祉財団
P&S三田コンソーシアム
（代表：神姫バス株式会社）

・受付案内(利用許可、利用料金徴収含む)業務
・施設運営業務
・施設維持管理業務
・建築設備維持管理業務

公募公募 公募

・児童クラブに入所した児童の保育
・児童クラブの施設及び設備の維持管理
・各種申請書類の受領、市への提出
・児童生活費の徴収、執行

・児童発達支援事業
・保育所等訪問事業
・障害児相談支援事業

令和５年度～令和９年度(５年)

不採用 採用 採用 不採用 採用

令和３年度～令和７年度(５年) 令和３年度～令和７年度(５年)

・施設の管理、運営
・案内、誘導
・定期券の販売及び使用料の徴収
・自転車等放置禁止区域の巡回
・放置自転車等の保管及び指導

非公募 公募

150

令和７年度～令和９年度(３年)

508,828

令和４年度～令和８年度(５年)

54,564千円 84,077千円 121,399千円

472,140438,36978,126

76 81,578 441,536

・令和7年度の事業計画、実績報告を踏まえ、実
施が困難な事業の見直しを進め、より効果的な
事業にすることで、利便性の向上を図るととも
に利用者数の増加を目指す。
・指定管理者とのリスク分担により、設備の経
年劣化による故障等に対し、必要に応じた修繕
を実施する。高額な費用がかかるものは、市で
予算化し修繕を行うなど、指定管理者と緊密な
連携による施設の計画的な維持管理に努める。

・共同企業体ならではの資源を活用し、イベン
トを企画、実施できており、概ね利用者に好評
であった。
・適切な維持管理を行い、概ね良好な利用環境
の提供ができている。また、三田市公共施設予
約システムの更新に伴う事務を積極的に行い、
円滑なシステム移行に貢献した。
・他の関係機関や団体と連携を継続した結果、
小野公園モネの池の再生により、新たな公園の
価値を見出した。また、駒ケ谷運動公園におい
て阪神タイガース球団によるタイガースアカデ
ミーを誘致することができ、令和8年度以降も継
続した連携が期待できる。

・保育スタッフ（保育士、児童指導員）、療育
スタッフ（理学療法士、作業療法士、言語聴覚
士）、看護師、栄養士などの専門スタッフの連
携により、個別の障害程度や状態に応じた専門
的な療育を長期的な観点で行うことが出来てい
る。
・クレーム等が0件と、丁寧な対応と保護者との
信頼関係が日々の療育活動を通じて醸成されて
いる。
・多世代交流館に出向き、「障害児が地域のな
かで暮らしていくために」等の講座を実施し、
現状での話や三田市障害児療育センターの活動
について説明が行われた。

・大規模クラブ（４クラブ150名）の運営を安定
して行った。
・利用者アンケート結果によると児童クラブの
運営全般について93％の保護者が満足している
と回答している。
・特色ある保育（系列幼稚園の遊戯室を借りた
コンサートの実施、系列大学を含めた大学生ア
ルバイトによる保育など）を実施した。

72,700千円

71

39,653千円

150

150

69,599 456,927 489,55065

・令和7年度、新たな企画を計画し事業の充実を
図ったが、講師確保が難しく、開催できなかっ
た事業もあったため、期待した参加者数には達
しなかった。今後とも事業の企画段階から関係
機関や地域団体、企業との連携を深め、PR活動
をより積極的に実施し、参加者数の拡大と事業
内容のより一層の充実を求める。
・施設の老朽化や、公園内樹木の古木化による
倒木が見受けられ、公園内の安全の確保への課
題がある。

こども育成課
079-559-5046

障害福祉課
079-559-5075

健康増進課
079-559-6155

管理課
079-559-5110

・案内表示や掲示物の見直しを実施し、利用者
への適切な案内やマナー啓発に努め、分かりや
すい施設環境づくりは、概ね実施できている。
・日常の巡回及び点検を実施し、各設備の保守
において、不具合箇所の早期発見による修繕対
応を適切に実施している。
・スタッフへの接遇研修が行われ、利用者への
適切な対応を実施できている。

管理課
079-559-5110

・施設の運営管理については、大規模改修があ
る中で、利用者の安全確保等について適切に対
応できた。
・利用者の立場に立った対応や合理的配慮の提
供に積極的に取り組んでいる。


